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１．はじめに 

流動化処理土等のスラリー系固化処理土のブリージングを抑えるため、泥水の粘性に着目し製造段階での品質

管理方法を研究している。実験の再現性の観点からカオリン粘土泥水を使い、泥水の粘性とブリージングの関係

を実験的に調査した１）。今回は実用的な観点から、沖積粘土等、実際に現場で使われる土について泥水の粘性とブ

リージングの関係を調べた。結果を報告する。 

 

２．実験概要                          表－１ 土の物理試験結果 

【泥水試料】実験で用いた発生土は、沖積粘土（横

浜市産）、洪積粘土（東京都豊島区産）、関東ローム

（上福岡市産）、建設泥土（横浜市産）の４種類で、

予め土に加水して標準フルイ４２５μｍを通過させ

試料を準備した。各土の物理的性質を表－１に示す。

なお、建設泥土は砂分を含んでいたが、出荷時にフ

ルイ分けによる試料調整を実施したので、粗粒分の

ない状態の物理試験結果となっている。これらの試

料に、適宜、水を加え、泥水比重１．３、１．２５、

１．２、１．１５、１．１の実験用泥水を作成した。 

【泥水粘性測定】各泥水の粘性は、ＴＶＣ型粘土計を用いて測定した。粘性の計測は、３分間継続して測定する。

粘性係数は徐々に変動するが、変動カーブから判断して２０秒の値を採用した。 

【ブリージング試験】泥水のブリージング水測定は、１ℓメスシリンダーとビニール袋ブリージング試験ＪＳＣＥ

－Ｆ５２２によりおこなった。試験は、所定の比重に調整した泥水をよく攪拌し、直後に容器に移し、浮き上が

ってくる水を１時間、２時間、３時間、４時間後に測定した。 

 

３．試験結果 

 図－１に１ℓシリンダーによるブリージング水の

測定値を示す。図の縦軸は３時間後のブリージング

水量で、横軸は泥水比重となる。沖積粘土、洪積粘

土、関東ローム、建設泥土、カオリン粘土による泥

水とも比重が増加するにつれブリージング量が減少

する傾向を示したが、比重１．２までは泥水の原料

土によりブリージング量にバラツキが見られる。 

 図－２に１ℓシリンダーによるブリージング水の

測定量を粘性係数との関係で整理した結果を示す。     図－１ １ℓシリンダーブリージング試験結果（比重） 

ブリージング水量は粘性係数とよく相関し、比重で整理した際に見られた土の違いによる差は少なくなった。 

 

 

 沖積粘土 洪積粘土 関東ローム 建設泥土 
項目 横浜産 豊島区産 上福岡産 横浜産 
分類 ＭＨ ＣＳ ＶＨ２－Ｓ ＣＨＳ 

湿潤密度 １．６２２ Ｎ／Ａ １．３７０ １．４２５

乾燥密度 １．００２ Ｎ／Ａ ０．６２４ ０．６８５

礫分（％） ０ ０ ０ ０ 
砂分（％） ３．３ ６．６ ７．７ １６．２ 

シルト分（％） ６１．９ ６１．８ ５４．６ ５２．８ 
粘土分（％） ３４．８ ３１．６ ３７．７ ３１．０ 
最大粒経（ｍｍ） ２ ０ ２ ０．４２５

液性限界（％） ７７．９ Ｎ／Ａ １３９．９ ５７．７ 
塑性限界（％） ４２．４ Ｎ／Ａ ８４．８ ２８．１ 
塑性指数（％） ３５．５ Ｎ／Ａ ５５．１ ２９．６ 
土粒子密度 ２．６５４ ２．６８９ ２．６９４ ２．６５５

ωｎ（％） ６１．９ １４５．４ １１９．５ １０８．１
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粘性係数が７００ｍＰａ・秒を越えると、ブリージ

ング水は２％未満になり、１０００ｍＰａ・秒以上

になると徐々に１％未満に収束する傾向が示された。 

 図－３にビニール袋ブリージング試験ＪＳＣＥ－

Ｆ５２２の測定値を粘性係数に対して示す。全体的

な傾向は１ℓブリージング試験と同じで、土の種類に

よるブリージング量の差は、粘性係数が７５０ｍＰ

ａ・秒程度まで見られるが、その後、ブリージング

水の差は２％未満になり、粘性係数が１５００ｍＰ

ａ・秒以上になると１％未満に収束した。２０００

ｍＰａ・秒を越えると約１％未満に収束する傾向を   図－２ １ℓシリンダーブリージング試験結果（粘性係数） 

示した。なお、土によるブリージング量の多い少な

いは、１ℓシリンダー試験と順番が異なる結果となっ

たが、これは実験誤差の範囲と考えられる。 
 ブリージング量と時間の関係を、泥水を粘性で分

類して、整理した。図－４に１ℓシリンダーによるブ

リージング水量と経過時間の関係を示す。図からブ

リージングが多く発生する泥水は、１時間程度です

でに判別可能となる傾向が示された。ブリージング

の少ない泥水は、ブリージング水量が直線的に増加

し、その勾配は粘性係数に反比例する傾向が示され

た。この傾向はＪＳＣＥ－Ｆ５２２のブリージング     図－３ ＪＳＣＥ－Ｆ５５２試験結果（粘性係数） 
水量と経過時間の関係でも同様に確認された。なお、 
両者を比較すると、ＪＳＣＥ－Ｆ５２２のほうが、 
ブリージング水量が若干、少なくなる傾向が示され 
た。これは、図－２および図－３についても同様の傾 
向が見て取れる 

 

４．おわりに 

 流動化処理土等のスラリー系固化処理土について、 
そのブリージングを製造段階で抑える目的で、ブリー    図－４ １ℓシリンダーブリージング試験結果（時間） 

ジングと泥水の粘性係数を実験により調査した。その結果、土が違っても、カオリン粘土泥水の実験で示された

ようにブリージング水量と粘性係数はよく相関し、粘性係数が１０００ｍＰａ・秒を越えると２％未満に収束す

ることが確認された。 

３時間後にブリージング率が５％をこえる泥水は１時間で既にその傾向が把握でき、５％以下の泥水はブリー

ジング率が時間の経過とともに直線的に増加する傾向が示された。３時間１％未満の品質規定は１時間で０．３％

程度となり精度の良い測定は難しい。また、３時間１％未満に対応する粘性係数は１５００ｍＰａ・秒以上に相

当する。最後に、１ℓシリンダー試験とＪＳＣＥ－Ｆ５２２では、ブリージングの発生量に顕著な差が見られない

結果となった。 
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